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k-grp .jp/csr/disaster/20 1103_touhoku .taiheiyo/CG .html)で紹介されており，その動画の 1ショ
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-津波は第 1波が地震から 5""10分後に，第 2波が 3""40分後に来た。第 1波よりも第2波が強
かった。 10分程水に浸かると，水が引くという繰り返しが何回かあった。
-自分が家にいた時， 5階建ての雇用促進住宅の高さと同じ高さまで白波を立てて，巨大な水の
壁が押し寄せて来るのが見え，異常な事態と仰天して家から逃げた。
-河川の堤防の上を水の壁が(上流に向かつて)登っていった。
・河川の水は上流に登る時も下流に下る時も異常な速さだ、った。
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-気仙川の河床は 2m以上下がった。左岸側の岸辺にピッシリと生えていた竹が全て消えて無く
なった。
・津波が来たとき， ~奏に逃げ込もうとしたが，渦が巻いていて入れず，外洋の方に逃げようと全
速力で脱出をはかったが，かなり速力のある船にもかかわらず，逆に岸の方に 5"-'600m高田
中学校まで押し戻された。
-沖へ避難するときは，広田湾の場合湾口が目安(水、深 70"-'80m)，水深 80m位だと流されない
水深 50m位の場所ではかなり速い流れである。
・大船渡の湾口に防潮堤があるが，それを越えて外に出た船はほぼ助かっている。
・大船渡の津波は陸前高田と全然違う。大船渡を映したテレビでは家がそのままの形で流されて
いたが，陸前高田の家は押しつぶされた。
・広田半島の付け根は広田湾から来た津波と外洋から来た津波がぶつかり，巨大な水しぶきがあ
がり，それが沢に登って被害を大きくした。広田湾から来た津波は真っ黒で， (水合い現象が起
きた小友町で、は)外洋からのものより広田湾の方の津波が強かった。
・広田半島の先端にあり，外洋に面する大祝漁港は漁船1般が流されたが，ほとんど被害がなか
った。そのあたりの人たちのなかで次のように言う人がし、る。“外洋側なのに津波は 5m位まで
しか上がらなかった，引浪の時は lkm沖合まで海底が見えた，沖にある椿島の根っこが見え
た，海面が下がったところに波が押し寄せたため水位が高くならなかったのか，それとも大祝
漁港が椿島の陰になっているのも関係しているのかもしれない。
陸前高田市の竹駒町と矢作町を結ぶ廻館橋の近くの気仙川の高水敷で国土研メンバーがおこな
ったトレンチ調査によると， 2回の遡上流による砂の堆積の聞にかなり厚い(約 10cm)シルトの
堆積があり，津波遡上流がかなり長い間停滞していたことを示している。また 2回目の遡上流に
よって堆積した砂は多量の黒色の泥分を含んでいて，広田湾の底質を運び込んだことが示唆され
る。
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